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【論文内容の要旨】 





含め全体で A4判 160ページ、図表等を除く本文の語数は約 36,000 語である。 
 序論では、幻覚剤の影響のもとに知覚される人間の進化についてのヴィジョンと、それを記述するためにモダ
ニズム文学の技法に依拠した作品の歴史・文化的側面に注目する本論文の方法論的プロセスが提示されている。 
 第 1 章は、様々なモダニズム文学の技法を採用して、人工的な方法で進化した意識と無意識が融合した人間の




 第 2 章では、ロバート・アントン・ウィルソンとロバート・シェイの Illuminatus!の断片的形式が、作者の幻
覚剤使用経験によって得られた、未来の人類の「集合的意識」を示していると論じられる。またこの章では、ジ
ェイムズ・ジョイスの Finnegans Wake における言葉遊びや、ウィリアム・バロウズのカットアップ技法をこの作
品がたくみに再利用しており、そのことが読者に対する直線的時間と個人意識を超越した語りの経験の伝達、さ
らには神秘的能力をもった新たなスーパーヒーロー像の創造に貢献していると指摘されている。 










 第 5章は、グラント・モリソンの The Invisibles を取り上げ、連載物語の形式において、時間と空間、また個
人意識を超越するための道具としての幻覚剤使用経験が物語のテーマとしてどのように機能しているかを考察し
ている。とりわけ本章では未来の人類の集合的意識こそがモリソンにとって永続的な幻覚剤体験が表現する超越
的なユートピアのイメージにほかならないと述べられ、この点がジル・ドゥルーズとフェリックス・ガタリの主
張する芸術的創造におけるカオスの役割と類似していることが喝破されている。 
 結論では、本論文全体の企図がまとめられ、幻覚剤についての固定観念を再考するために、幻覚剤体験者が共
有する美学観念と、ロマンティシズム以降の文学的伝統、さらにはアナキストの政治的立場との結びつけをめざ
す、文化横断的な新たな意味作用の物語学を提案している。 
 
【論文審査の結果の要旨】 
本論文は、トマス・ディッシュやロバート・アントン・ウィルソンら現代英米のＳＦ作家の小説や、アラン・
ムーア、グラント・モリソンらのスーパーヒーロー・コミックス作品など、これまで英米文学研究においては十
分に論じられてこなかった幻覚剤の使用体験の物語、人間の意識の進化を表象する物語、またそれらと文学的想
像力との関係性に光を当て、先行研究の問題点を丹念に指摘し、独自の読みを明快に展開させた研究である。一
見結びつきにくい幻覚剤と人間の進化の問題が1960年代以降のスーパーヒーローの物語における人間の未来につ
いてのオカルト的、あるいはカウンターカルチャー的表象と連動しているという指摘、また SFやコミックスがア
メリカ文化の中で一般的人気を得たのは、多くの場合幻覚剤が当時の社会で受け入れられていった過程と一致す
るという主張は深い洞察に富んだ見解であり、その点に本論文の独創性を認めることができる。とくに 1960 年代
以降の英国ニュー・ウェーブ SFやスーパーヒーロー・コミックスが個人の特有な意識を描写しようとするモダニ
ズム文学の技法を取り入れており、そうした主流文学の技法的再利用が SFの文化的地位の向上に貢献していると
いう一連の考察は、あらゆる芸術的可能性が試し尽くされた状況にあったモダニズム以降の主流文学の問題点を
逆照射することになり、20 世紀後半の芸術表象の不可能性に対して「文化的サイケデリック美学」がどのような
応答可能性を示しているかを丹念に粘り強く探った分析とともに、これまでにない斬新な英米文学研究の方向性
を示す研究としておおいに評価できるものである。 
ただし、本論文において問題点がないわけではない。たしかに、モダニズム文学と SFやコミックスとの間の影
響関係を記述するため系譜学的視点を導入した点は、作品分析の一貫性を保つ論述的戦略であったと理解できる。
しかし、ときに強引さをともなう包括的な考察のあり方が、鍵概念となる「文学的サイケデリック美学」の拡大
解釈を招いてしまう部分が散見される。また、文学から SFやコミックスへの系譜学を提案する学問的必然性の問
題に踏み込まないまま、幻覚剤体験を叙述する作家たちの個人的経験があたかも現代に生きる人間の普遍的な物
語意識であるかのように単純化して結論づけている点については、物語という現象そのものに特化して論じるな
ど、さらなる考察の深化が求められる。 
 しかし、これらの点は本論文の本質的価値を損なうものではない。よって、本論文を博士（文学）の学位にふ
さわしいものと認定する。 
 
